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第 2 章では、旧来の離散ウェーブレットパケット変換(以下 DWT) 及び離散ウェーブレットパケット変換(以下
WPT) の最も重要な特性に加え基本的な説明及ひ'理論について述べた。



































実効値及び電力の一時的な変化に対してもそれぞれの帯域を保持するo これは提案手法の長所の 1 つである o
(2)実効値及び合計電力値の観点から見ると高速フーリエ変換下ではわずかな誤差が発生する状況下においても
WPT の手法では誤差が発生しなし、。
(3)WPT による電力品質監視システムにおいては、異なったタイプの定常的な電圧擾乱に対しても非定常的な電圧
擾乱に対しても発見、分類、正確な定量が同時に可能となるo
(4)ウェーブレット変換を用いた電力品質データの圧縮手法を用いると元のデータに対して11%以下への圧縮を可能
とする。また、この圧縮アルゴリズムは地絡故障の信号のみならず単相電力システムの擾乱信号に対し広く用い
ることが可能である o
以上のように本論文は、電力測定及び電力品質監視への新しい手法を提案している。その提案手法は優れた結果を
導き出し、他の手法よりも優れた点を持つ。また更に電力品質監視によって得られた膨大なデータを圧縮する方法を
も提案している。これらの成果は、電力システムの安定運用や設備計画に活用し得るものであり、電力システム工学
に寄与するところが大き~，。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
円。口δ
